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平成23年10月末現在（　）内は前月比
人　口	 33,795人	（＋51） 15歳未満	 5,439人	（＋11）

65歳以上	 5,687人	（＋26）

平均年齢	 41.35歳

　男	 16,258人	（＋24）

　女	 17,537人	（＋27）

世帯数	 12,559戸	（＋35）

11
スポーツの秋！ 読書の秋！ 食欲の秋！

イベント満載の秋　　
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インフルエンザ予防接種の助成
今年度から従来の季節性インフルエンザの取り扱いとなりました

実 施 期 限	 12月31日まで（各医療機関の休診日にご注意ください）
対 象 者	  接種当日で65歳以上
	 ＊藍住町に住民登録のある方
	 ＊60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓、呼吸器の機能に、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫
	 　の機能に、日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する方。
接 種 回 数	 １回
接 種 料 金	 1,500円程度（直接医療機関の窓口でお支払いください。）
	 ＊生活保護を受給している方は無料　	 ＊手数料3,600円程度の内、町が2,100円負担
持参する物	 健康保険証、運転免許証等、住所が確認できる物

接種医療機関
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

安 芸 内 科 ６９２－６１１１ 内 科 クリニック ･ オクムラ ６９２－４７７１
稲 次 整 形 外 科 病 院 ６９２－５７５７ 中 川 整 形 外 科 ６４１－２２８８
大 久 保 内 科 ６９２－１２２０ 中 山 産 婦 人 科 ６９２－０３３３
奥 村 医 院 ６９２－２４０３ 秦 産 婦 人 科・ 内 科 ６９２－５７５８
香 川 内 科 ６９２－９７７０ 浜 病 院 ６９２－２３１７
近 藤 外 科 内 科 ６９３－１１８８ 板 東 整 形 外 科 ６９２－５１５１
西 條 耳 鼻 咽 喉 科 ６９２－８７１１ 増 田 ク リ ニ ッ ク ６９３－３０２０
清 水 内 科 ６９２－８９００ 水 井 医 院 ６４１－３１１１
杉 み ね 整 形 ク リ ニ ッ ク ６９3－１０２１ 森 本 医 院 ６４１－４１４１
鶴 岡 内 科 胃 腸 科 ６９２－６８８６ 矢 野 医 院 ６９２－４４１１
富 本 小 児 科 内 科 ６９２－７２２８ 山 田 眼 科 藍 住 ６９２－８１１８

◎必ず、電話予約をしてから受診してください。予防接種は体調の良い時に受けてください。
◎ご希望の方は早めに医療機関にお申し込みください。
◎助成は、上記表の医療機関に限ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 問  保健センター（☎６９２・８６５８）

　
「
す
だ
ち
く
ん
メ
ー
ル
」は
、

徳
島
県
と
ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の

連
携
に
よ
り
、
ヤ
フ
ー
メ
ー
ル

の
機
能
を
活
用
し
、
携
帯
電
話

に
よ
る
メ
ー
ル
配
信
を
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

主
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、

家
族
間
の
安
否
情
報
確
認
、
企

業
等
社
員
の
安
否
確
認
、
参
集

情
報
、
気
象
情
報
や
地
震
情
報

な
ど
の
配
信
で
す
。

　

災
害
時
に
最
新
情
報
が
配
信

さ
れ
ま
す
の
で
、
登
録
し
て
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
す
る
に
は
、
ヤ
フ
ー
Ｉ
Ｄ

な
ど
を
取
得
す
る
な
ど
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

利
用
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
は
、
徳
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の 

「
す
だ
ち
く
ん
メ
ー
ル
」で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

県
危
機
管
理
部

　

   

南
海
地
震
防
災
課

　
　
（
☎
６
２
１
・
２
２
８
１
）

　

こ
の
た
び
、
藍
住
町
は
、
災
害
時

に
情
報
配
信
が
で
き
る
緊
急
速
報

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
緊
急

速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
町
内
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電

話（ａｕ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
携
帯
電
話
は

対
象
外
）に
対
し
て
、
町
災
害
対
策

本
部
か
ら
の
避
難
勧
告
・
指
示
な
ど

の
災
害
情
報
を
携
帯
電
話
に
配
信
す

る
も
の
で
す
。

　

11
月
中
旬
か
ら
災
害
時
に
住
民
の

皆
さ
ん
へ
情
報
配
信
を
開
始
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
受
信
の
申
し

込
み
は
不
要
で
、
使
用
料
、
通
信
料

は
無
料
で
す
が
、
機
種
に
よ
り
利
用

で
き
な
い
場
合
や
受
信
設
定
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課

　
　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

「
す
だ
ち
く
ん
メ
ー
ル
」

サ
ー
ビ
ス
へ
の
登
録
を

災
害
時
緊
急
速
報

「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」サ
ー
ビ
ス
の
導
入

　

10
月
号
で
掲
載
し
た
第
35
回
敬
老
の
つ
ど
い
の
記
事
の
中
で
、

名
前
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
（
誤
） 

山
口
麻
美
さ
ん　
　
（
正
） 

山
口
麻
実
さ
ん

お詫びと
訂正
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町
県
民
税
の
納
税
義
務
者
の
う
ち
、
前
年

中
に
公
的
年
金
等
の
支
払
い
を
受
け
、
４
月

１
日
現
在
65
歳
に
到
達
さ
れ
た
方
は
、
10
月

の
年
金
支
給
分
か
ら
特
別
徴
収（
天
引
き
）が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

税
額
に
つ
い
て
は
、
６
月
に
お
送
り
し
た

納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

な
い
方
や
町
県
民
税
が
老
齢
基
礎
年
金
等
の

額
を
超
え
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
問 

税
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
７
）

町
県
民
税
の

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

　11月は、固定資産税（第３期）・後期高齢者医療保険
料（第４期）の納付月です。
　納期限は、固定資産税は11月25日、後期高齢者医療
保険料は11月30日です。
　納め忘れのないよう注意しましょう。
※口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。
　
問  税金に関することは税務課（☎６３７・３１１７）
　　保険料に関することは健康推進課（☎６３７・３１１５）

今月の税金と保険料の
納付のお知らせ

配
布
場
所　

福
祉
課
・
中
央
保
育
所
・

　
　
　
　
　

東
保
育
所
・
西
保
育
所

※
申
込
受
付
期
間
は
、
広
報
あ
い
ず
み

12
月
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

保
育
所
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
！

　

来
年
４
月
か
ら
、
東
西
両
保
育
所
を
民

間
移
管
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
中
央
保
育
所

を
含
め
た
３
保
育
所
の
保
育
方
針
や
保
育

内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

保
育
所
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
入
所
申
込
案
内
を
配
布
し
ま
す
。

日
　
時　

11
月
30
日（
水
）

　
　
　
　

第
１
回　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

第
２
回　

午
後
６
時
か
ら

場
　
所　

町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

対
象
者　

・
来
年
４
月
以
降
、
新
た
に
保

　
　
　
　
　

育
所
へ
入
所
予
定
の
方

　

・
現
在
、
町
立
保
育
所
へ
入
所

し
て
い
る
方
で
、
来
年
度
以
降

も
引
き
続
き
入
所
予
定
の
方

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

平
成
24
年
度

保
育
所
入
所
申
込
案
内

を
配
布
し
ま
す
！

（
12
月
１
日
か
ら
）

　

次
の
日
程
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
時　
平
成
24
年
１
月
８
日（
日
）　

            

午
前
11
時（
午
前
10
時
受
付
）　

場　
所　
町
民
会
館

　

町
内
幼
稚
園
へ
の
入
園
の
受
付
を
し
ま

す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
該
当
幼

稚
園
へ
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
に
必
要
な
入
園
願
書

等
は
、
各
幼
稚
園
、
保
育
所
、
児
童
館
と

町
教
育
委
員
会
に
備
え
て
い
ま
す
。

○
願
書
受
付
期
日

　

12
月
１
日（
木
）～ 

９
日（
金
）（
土
・
日

は
除
く
）

○
該

当

児

　

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

○
通
園
区
域

　

各
小
学
校
区
と
同
じ
で
す
。

○
申
込
方
法

　

入
園
願
書
に
記
入
捺
印
の
う
え
、
該
当

す
る
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
入
園
願
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
入
園
願
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
該
当

幼
稚
園
で
面
接
を
し
ま
す
。

○
面
接
日
時

　

12
月
19
日（
月
）～
21
日（
水
）

　

午
後
２
時
～
４
時

　
問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

対
象
者　
平
成
３
年
４
月
２
日
〜

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
っ
て
も
、
藍
住

町
で
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

成
人
式
の
ご
案
内

平
成
24
年
度
　
幼
稚
園
入
園
児
募
集

幼稚園名 所　在　地 電話番号
藍住北幼稚園 住吉字乾１ 692・3841
藍住南幼稚園 奥野字猪熊89-1 692・3843
藍住西幼稚園 富吉字地神79 692・7855
藍住東幼稚園 勝瑞字成長65 641・2210
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～ 税 務 署 か ら の お 知 ら せ ～

「税を考える週間」〔11月11日（金）～11月17日（木）〕
テーマ：「税の役割と税務署の仕事」　　　　　　

～国税庁のＩＴ化・国際化への対応と国税電子申告・納税システム（e-Tax）の利用促進～

　平成23年度は、 「税の役割と税務署の仕事」をテーマとして、税の役割、適正・公平な課税と徴収の実現に向けた庁局
署の取り組みや国税庁のＩＴ化・国際化に対する諸施策について紹介します。
　また、本年度の重点広報項目である「e-Taxの利用促進」に向けた情報を提供していきます。

主な週間中の活動
　○ マスメディアを活用した広報
　○ 関係民間団体等との連携
　○ 税の作品展の開催〔11月11日（金）～11月17日（木）〕

税に関する情報は国税庁ホームページヘ　www.nta.go.jp
e-Taxに関する情報はe-Taxホームページヘ　www.e-tax.nta.go.jp
e-Taxの操作に関するお問い合わせはe-Tax・作成コーナーヘルプデスクヘ　（☎ ０５７０・０１５９０１）

　国税庁では、申告・納税の際の納税者の利便性の向上を	
図るため、ＩＴ化を通じた納税環境の整備を進めています。
　具体的には､e-Taxや確定申告書等作成コーナーの改善の
ほか、国税庁ホームページにより、納税者が適正に申告・
納税が行えるよう納税の意義や税法の知識、手続等につい
てさまざまな情報提供を行っています。その他に、民間のオー
クションサイトから公売に参加できるインターネット公売や、
ダイレクト納付、インターネットバンキング等を利用した電子
納税といった多様な納付手段を導入しています。

ＩＴ化を通じた納税環境の整備
　国税庁では、国際化への対応として、国際的租税回避へ
の対応をはじめとした適正･公平な課税の実現のための取り
組みや、国際的な二重課税の防止等のための相互協議､ 租
税条約に基づく情報交換を行っています。また、開発途上国
への技術協力をはじめとした各国税務当局との協力・協調に
も取り組んでいます。

国際化への対応

　国税庁ホームページの「税の役割と税務署の仕事」紹介	
コンテンツに､ 広く国民の皆さんから「国税庁に対する要望」
等をお聴きするためのアンケートの窓口を開設します。

国税庁への要望等をお寄せください！

国税に関する各種手続
１　所得税、法人税、消費税、酒税や印紙税の申告
２　全税目の納税
３　申請・届出等
が自宅やオフィスからインターネットを通じて行えます。
　特に､ 源泉所得税の毎月納付や消費税の中間申告・納付
など、利用回数の多い手続には大変便利です！
　なお､e-Taxを始めるには､ 事前にICカードリーダライタと
電子証明書の準備が必要です。

ICカードリーダライタ
　家電量販店やインターネット販売などで購入できます。

ｅ－Ｔａｘを始めよう！
～ 国税電子申告・納税システム（e-Tax） ～

　国や地方公共団体は､ 国民の生活に欠かすことのできない
公共サービスを提供するため､ さまざまな行政活動を行って
おり、その活動のために必要な経費を賄う財源が｢税金」です。
　我が国では､ 納税者自らが税務署へ所得などの申告を行
うことにより税額を確定させ、この確定した税額を納税者が
自ら納付する申告納税制度を採用しています｡ この申告納税
制度が適正に機能するためには､ 第一に納税者が高い納税
意識を持ち、憲法･法律に定められた納税義務を自発的に履
行することが必要です。国税庁では、この納税義務の履行
を適正かつ円滑に実現するために､ さまざまな取り組みを行っ
ています。

税の役割

電子証明書
　公的個人認証サービスに基づく電子証明書を利用する場
合、住民票のある市区町村の窓口で、住民基本台帳カード（IC
カード）を入手し、電子証明書発行申請書等を提出して電子
証明書の 発行を受けてください。
　また、有効期限は３年となっており、有効期限切れの場合
は､ 新たに取得する必要があります。
※手数料がかかります。詳しくは、住民課（☎637・3112）へ
お問い合わせください。
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　65歳以上で要介護認定を受けている方またはその扶養者が、所得税、町県民税の申告の際に、障害者控除を受けら
れる「障害者控除対象者認定書」を交付します。
対象者　　障害者控除を受けようとする年の12月31日現在（対象年中に死亡された場合は死亡日現在）、次の①、②の

要件を満たしている方　
	 ① 65歳以上の方で、藍住町の要介護認定を受けている方 （注1）

② 要介護認定審査時の「主治医意見書」または「認定調査票」の「日常生活自立度」欄に一定以上の記載があること （注2）
なお、藍住町へ転入して６か月未満である場合は交付の対象になりません。 （注3）

　注1　要支援１、要支援２の方は該当しません。
　 2　要介護１以上であっても交付対象にならない場合があります。
　 3　藍住町へ転入後６か月以上経過した後に、藍住町の介護保険制度に基づく再判定を受けた場合は、交付
　　　　の申請をすることができます。

申請手続き　「本人または親族」が交付申請書を健康推進課まで提出してください。
申請に必要なもの
    ① 申請者の印鑑
    ② 対象者の印鑑（申請者と対象者が異なる場合）
    ③ 対象者の「介護保険被保険者証」
    ④ 親族が申請する場合は本人確認ができるもの
申請の必要がない場合
① すでに同程度の障害区分に該当する「身体障害者手帳」等（所得税法等で規定する手帳等）を
　 お持ちの方（手帳の提示により障害者控除を受けられます）
② 本人、扶養者が所得税、町県民税のいずれも非課税の場合

問  健康推進課（☎６３７・３１１５）

障害者控除対象者認定書の交付 

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます ～年末調整・確定申告まで大切に保管を!～

　国民年金保険料は、所得税や住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。（その年の１月
１日から12月31日までに納付した保険料が該当します）この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを
証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成23年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に対し「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が本年10月下旬から11月上旬までに日本年金機構から送付されますので年末調整や
確定申告の際には必ずこの証明書（または領収証書）を添付してください。
　なお、10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方については、来年の１
月下旬に送付されます。
　ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告に加えることがで
きますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申告してください。
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示されている年金事務
所へお問い合わせください。

年金受給者の皆さんへ　『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう!
　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています。（障害年金・遺族年金
は課税されません）
　課税対象となる受給者の方には、毎年11月上旬までに日本年金機構から扶養親族等申告書が送付されますの
で、 12月１日の提出期限までに必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。もし提出を忘れる
と各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意ください。
　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

問  徳島北年金事務所（☎ ６５５・０２００） 　　　　　

平成24年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年齢
65歳未満 年金額が108万円以上
65歳以上 年金額が158万円以上

ハ〜イ、こくねんです！
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限度額適用認定証
　70歳未満の人、 70歳〜74歳で低所得者Ⅰ・Ⅱの人は入院の場合に限り、あらかじめ申請し、『限度額適用認定証』
の交付を受けていれば窓口での支払は自己負担限度額までとなります。
　限度額適用認定証は申請があった日の属する月から適用されます。申請月以前に遡って適用させることはできませ
んので、ご注意ください。（申請月以前について、自己負担限度額を超えて支払がある場合は、高額療養費として払戻
されます。）
　国民健康保険税に滞納がないことを確認できた場合に認定証を交付します。ただし、やむをえない事情により国民
健康保険税を納付することが困難な場合は、申請時に相談してください。

入院時の食事代
　入院したときの食事代は、診療にかかる医療費とは別に次のとおり一定の額（標準負担額）を被保険者が支払い、残
りを国保が負担します。

入院時の食事にかかる標準負担額
一般の被保険者（下記以外の人） １食　260円
住民税非課税世帯と70歳〜74歳で
低所得者Ⅱの人 　※2

９０日までの入院 １食　２１０円
過去１２か月の入院日数が９０日を超える入院　※1 １食　１６０円 （減額後）

70歳〜74歳で低所得者Ⅰの人 　※3 １食　１００円

標準負担額減額認定証
　住民税非課税世帯の人と70歳〜74歳で低所得者Ⅰ・Ⅱの人は『標準負担額減額認定証』が必要となりますので、申
請してください。
※1　住民税非課税世帯の人と70歳〜74歳で低所得者Ⅱの人は、入院が90日を超える場合には、さらに減額されま

すので、再度申請してください。
※2　低所得者Ⅱとは、国保加入者全員と世帯主が住民税非課税の世帯の人です。
※3　低所得者Ⅰとは、国保加入者全員と世帯主が住民税非課税かつ各種収入等から必要経費・控除後の所得が０円

となる世帯の人です。

問  健康推進課（☎６３７・３１１５）

第５回国 保 の は な し保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保国 ののののののののののののののののののののののの はははははははははははははははははははは ななななななななななななななななななななななな ししししししししししししししししししししししし国 保 の は な し

　クルマの異常を点検・修理した結果は「自動車不具合情報ホットライン」にお知らせください。いただいた情報は、
メーカーがきちんとリコールしたり、リコール隠しを防ぐために活用されます。

車に異常が発生‼    ➡    販売店・整備工場で修理

故障の内容にリコールの疑いを感じたら…連ラクダ！

 ＊メーカー・販売店とのトラブルの解決、故障の修理の受付など、個人的な相談をする窓口ではありません。
国土交通省

クルマの 異常を 連ラクダ！

自動車不具合情報ホットライン
	フリーダイヤル受付	  ０１２０・７４４・９６０（平日 午前９時３０分～正午／午後１時～５時３０分）
	 自動音声受付	 ☎ ０３・３５８０・４４３４（年中無休・２４時間）
	 ホームページ受付	  www.mlit.go.jp/RJ/ 

不具合情報は

マイバッグ持参運動にご協力を!!
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本
年
度
の
町
の
各
種
功
労
者
表
彰

規
程
に
基
づ
く
表
彰
者
の
功
績
を
紹

介
し
、
晴
れ
の
受
賞
を
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
永
年
、
学
校
医
と
し
て
児
童
生
徒

の
健
康
管
理
に
尽
力
さ
れ
た
方

中
山
　
孝
善 （
東
中
富
）

●
自
己
の
危
険
を
顧
み
ず
人
命
救
助

を
さ
れ
た
方

大
住
　
秀
樹 （
東
中
富
）

日本政策金融公庫からのお知らせ
日本政策金融公庫は農業向け制度資金を取り扱っています。
○2012年2月14日、15日に国産農産物等の展示商談会「アグリフードEXPO大阪2012」を開催します。
　出展者を募集中（先着順）ですので、詳しくは以下のURLをご参照ください。
　http://www.exhibitiontech.com/afx/index.html
○農地・機械取得等にご利用いただけるスーパーＬ資金や農業セーフティネット資金、
　また、無利子の農業改良資金等ご用意しています。
○お問い合わせや、ご融資の相談は公庫窓口等で受け付けています。

問  〒770-0856 徳島市中洲町1-58　日本政策金融公庫徳島支店農林水産事業
　　（☎６５６・６８８０）　http://www.jfc.go.jp/a/

●自衛官（学生）受付案内●
募集種目 資　格 受付期間 試　験　日 そ　の　他

高等工科学校生
中卒（見込含）

17歳未満の男子
11月1日（火）～　　　
平成24年1月6日（金）

１次：１月14日（土）
２次：１月28日（土）
　　　　～31日（火）

試験会場　海上自衛隊
　　　　　徳島航空基地（松茂町）
●学校について
　⑴ 試験費用は無料
　⑵ 入学～卒業まで学費不要
　⑶ 学生手当て等が支給

自衛官候補生
（男子） 18～27歳未満の男子 年間を通じて

行っています。 受付時にご案内します。 試験会場　海上自衛隊
　　　　　徳島航空基地（松茂町）

問  鳴門地域事務所（☎685・5306）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　 ＊年齢は24年４月１日現在

  

10
月
26
日
、
藍
住
町
教
育
委
員
会
表
彰
規
程

に
基
づ
く
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
者
の
功
績
を
紹
介
し
、
晴
れ
の
受
賞
を

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

●
教
育
の
振
興
発
展
に
貢
献
し
て
、
そ
の
功
績

の
顕
著
な
方

米
田
　
　
博（
徳
命
）　
原
田
　
史
郎（
乙
瀬
）

土
橋
　
昌
俊（
奥
野
）　

宮
本
　
茂
毅（
勝
瑞
）

南
條
　
　
亨  

・  

玲
代（
勝
瑞
）

濵
　
　
幸
藏（
矢
上
）

　

鍋
島
龍
夫
氏（
勝
瑞
）が
、
10
月
７
日
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
功
労
者
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

鍋
島
氏
は
、
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
と

運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ

れ
た
事
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
い
た
だ
き
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
し
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

藍
住
町
教
育
委
員
会
表
彰 
各
種
功
労
者
表
彰 

表彰式に出席された皆さん
左から	南條 玲代さん、南條 亨さん
	 濵 幸藏さん、和田教育長、
	 米田 博さん、原田 史郎さん
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介
紹
た
る
か

史
歴
住
藍

NO.7　ま行

藍住歴史かるたは教育委員会で1,500円で販売しています。また、町のホームページでも見ることができます。　
 教育委員会（☎637・3128）　町ホームページ　http://www.town.aizumi.tokushima.jp/

▲存
まさやす

保は　風
ふりゅうおど

流踊りで　戦
せん

機
き

待つ
　天

てんしょう

正6年(1578)の盆
ぼん

のころ、阿波三好氏を束ねてい
た十

そごうまさやす

河存保は、勝瑞の館
やかた

で京都から呼
よ

び寄
よ

せた風流踊り
の芸

げいのう

能集
しゅうだん

団に時代の先
せんたん

端をゆく踊りを演
えん

じさせ、見物席
である桟

さ

敷
じき

も立
り っ ぱ

派に設
もう

け、広く庶
しょくみん

民に見学させた。（『三好
記』）この踊りは伝

でんとうてき

統的な田楽などから発
はってん

展したもので、
その衣

いしょう

装や持ち物にも華
か び

美の限
かぎ

りをつくし、見物人を感
動させたといわれている。

▲見
み ご と

事にも　第
だいじゅう

十の堰
せき

は　杭
くい

でもつ
　第十の堰は現在の吉野川と旧吉野川の分水量
調節のために江戸時代中期に構築された。堰は、
当時の技

ぎじゅつ

術を駆
く し

使して、杭と蛇
じゃかご

篭で基
き そ

礎固めを
している。「じいさんばあさん杖

づえ

でもつ、第十の
堰は杭でもつ」とは建

けんせつ

設当時の元
げんろく

禄のころから
最近までよく耳にした古

こ

諺
げん

である。

◀ 紫
むらさき

の　衣
ころも

で大
だいしん

震　喝
かつ

を入れ
　大

だい

震
しん

慧
え

旦
たん

は10歳で徳島城下興
こう

源
げん

寺
じ

大
だいしつ

室和
おしょう

尚の
下で剃

てい

髪
はつ

、修
しゅぎょう

行の後18歳で見
けんしょうじ

性寺に入った。そ
の後に諸

しょ

国
こく

を遍
へん

歴
れき

して修行を積み、40歳となり
見性寺に落ち着くと、藩

はん

命で見性寺の方
ほうじょう

丈と庫
く

裏
り

を再
さい

建
けん

した。嘉
か

永
えい

3年(1850)には勅
ちょくめい

命によっ
て臨済宗（禅宗）妙心寺管

かんちょう

長として大本山に住し
紫衣を賜

たまわ

っている。明治3年8月17日に示
しじゃく

叔、
79歳であった。、現

げん

在
ざい

庫裏横の歴代住僧墓地の
中に、大震の墓は他を圧して建てられている。

▲目
め

もさめる　花
かちょう

鳥を描
えが

いた　天
てんじょうえ

井絵
　徳島藩主蜂

は ち す か よ し し げ

須賀至鎮夫人の敬
きょうだいいん

台院は熱烈な法
華信者で、もとは禅宗寺院であった正

しょうこうじ

岡寺を改
宗し、正

しょうぼうじ

法寺と改めた。藩では正法寺に寺領を
与え、寺の経営が成り立つようにした。本堂の
内
ない

陣
じん

は見事でその荘
そうごん

厳の一
いっさい

切は藩の絵
え

師
し

などに
命じて仕上げたものが今もそのまま残されて
いる。

▶持
もちたか

隆の　運
うんめい

命くるわす　竜
りゅうおうんじ

音寺
　阿

あ わ

波守
し ゅ ご

護細川持隆は、足
あしかが

利義
よしひで

栄を立てて
上

じょうらく

洛しようと計画したが三好義
よしかた

賢に反対さ
れ、その志を果たすことができなかった。そ
のため持隆は義賢殺害を企

くわだ

てるが、逆に勝瑞
城下の竜音寺にて襲われ、見性寺で自害に追
い込まれた。天

てんぶん

文22年(1553)6月のことで
ある。これが世にいう「勝

しょうずいそうどう

瑞騒動」で、この事
じ

件
けん

により細川氏の守護支
し

配
はい

は実
じっしつてき

質的に終わり
を告げ、阿波の実

じっけん

権は三好氏に移
い

行
こう

すること
となる。

　

友
好
都
市
の
山
形
県
河
北
町
か
ら
今

年
も
枝
豆
を
贈
っ
て
い
た
だ
き
、
９
月

30
日
、
藍
住
中
学
校
、
東
中
学
校
の
給

食
の
時
間
に
試
食
し
ま
し
た
。

　

こ
の
枝
豆
は「
秘
伝
」と
い
う
品
種

で
、
枝
豆
の
中
で
最
も
大
粒
で
食
感
が

よ
く
、
味
が
濃
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

両
中
学
校
で
は
給
食
時
に
校
内
放
送

で
、
枝
豆
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

教
室
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
生
徒
の

「
お
い
し
い
」と
言
う
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。
食
べ
終
え
た
東
中
学
校
２
年
生
の

松
浦
有
沙
さ
ん
は「
枝
豆
は
好
き
で
よ

く
食
べ
る
。
贈
っ
て
い
た
だ
い
た
枝
豆

は
粒
が
大
き
く
て
甘
か
っ
た
」ま
た
、

美
馬
樹
君
は「
こ
れ
を
機
会
に
河
北
町

に
つ
い
て
、
も
っ
と
学
び
た
い
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

河
北
町
か
ら

　
　
　 

友
好
の
枝
豆

おいしそうに枝豆を食べる東中学生
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10
月
18
日
、
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス

の
選
手
が
４
月
か
ら
町
内
の
４
小
学
校
で
定

期
的
に
見
守
り
活
動
を
し
て
い
る
お
礼
と
、

独
立
リ
ー
グ
日
本
一
に
向
け
た
激
励
を
兼
ね

て
、
南
小
学
校
が「
お
礼
の
会
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　

出
席
し
た
神

谷
厚
毅
、
石
田

大
樹
、
岡
崎
稔

弘
の
３
選
手
に

同
校
６
年
の
新

田
辰
弥
君
と
吉

田
悠
人
君
が
お

礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、「
優
勝
お
め
で
と
う
」「
日

本
一
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」な
ど
と
寄
せ
書

き
し
た
色
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。
選
手
か
ら
は「
こ
れ
か
ら
も
、
試
合
を

見
に
来
て
応
援
し
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
選
手
は
１
年
生
児
童
約
１
１

０
人
の
下
校
時
に
板
野
警
察
署
員
、
町
防
犯

推
進
委
員
と
合
同
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
の
選
手
か
ら「
知

ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
行
か
な
い
で
」「
危
な

い
と
思
っ
た
ら
大
声
を
出
し
て
」な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
健
康
増
進

イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
の
見
守
り
活
動
に

　
　
　
　
　
南
小
学
校
で
「
お
礼
の
会
」

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
10
月
９
日
、
町
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
第
２
回
開
場
記
念
藍
住
町

長
杯
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
参
加
者
77
人
が
、優
勝
を
目
指
し
、

は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

江
西　

新
造

　

準
優
勝　

一
柳　

賢
治

　

３　

位　

蓑
手　

誉

　

ベ
ス
ト
ス
コ
ア　

山
田　

進　

グ
ロ
ス
81

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
年
齢
に
関
係
な
く
、
お

年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
誰
も
が
気
軽
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
一
度
、
ご
家
族
や
友
人
同
士
で

プ
レ
ー
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

（
☎
６
９
３
・
１
０
２
０
）

開会式

　

10
月
30
日
、
今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う

な
曇
空
の
下
、
あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
藍
住
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
他
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
に
開
催
さ
れ
た
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
に
は
、
豪
華
な
賞
品
を
目
的
に
約
７
０
０

人
が
参
加
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
シ
ャ
ッ

フ
ル
ボ
ー
ル
や
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
食
事
バ
ラ
ン
ス
診
断
、

握
力
、
前
屈
測
定
に
は
、
誰
も
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
た
め
、
家
族
連
れ
や
友
だ
ち
同
士

な
ど
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
種
目
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
な
ど
に
は

チ
ー
ム
で
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た

方
た
ち
は
心

地
よ
い
汗
を

か
き
、
そ
れ

ぞ
れ
に
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
を

楽
し
ん
だ
１

日
と
な
り
ま

し
た
。

快
汗
！ 

家
族
で
参
加

じゃんけん大会

　

10
月
29
日
、福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が「
人
び
と
が
ふ
れ
あ
う
思
い

や
り
の
町
づ
く
り
」を
大
会
主
題
と
し
て
、

町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
に
貢
献
さ
れ

た
方
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
た
方
な
ど
に

表
彰
と
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
、

被
表
彰
者
24
人

を
代
表
し
て
阿

部
幸
夫
さ
ん（
徳

命
）が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、

県
立
中
央
病
院

救
急
科
の
三
村

誠
二
医
長
か
ら「
震
災
時
の
健
康
危
機
管
理
」

と
題
し
て
記
念
講
演
が
あ
り
、
参
加
し
た
約

３
０
０
人
の
方
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
賛
事
業
と
し
て
、
第
７
回
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
あ
い
ず
み
が
ロ

ビ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
震
災
に
備
え
て

〜
一
人
一
人
が
考
え
よ
う
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

防
災
用
品
や
防
災
の
絵
本
の
展
示
、
非
常
食

コ
ー
ナ
ー
で
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
で
安
心
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く
町
づ

く
り
に
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
努
力
と
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域

や
近
隣
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く
明
る

く
暮
ら
せ
る
福
祉
の
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

福
祉
の
町
づ
く
り
を被表彰者代表挨拶
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女
性
に
対
す
る

　
　

     

暴
力
を
な
く
す
運
動  

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
は「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
や
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
行

為
で
す
。

　

ま
た
、女
性
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
暴
力
は
、

本
町
が
目
指
す
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成

す
る
上
で
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
期
間
を
機
会
に
家
庭
や
職
場
の

皆
さ
ん
で
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
一
人
一
人
の
意

識
改
革
が
男
女
共

同
参
画
社
会
実
現

へ
の
近
道
で
す
。

　

人
権
は
私
た
ち
が
幸
福
に
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

生
ま
れ
な
が
ら
持
っ
て
い
る
権
利
で
す
。

　

他
人
を
思
い
や
り
、
お
互
い
を
認
め
合
う
心
が
、
他
人
だ

け
で
な
く
自
分
の
権
利
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
や
す
い
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

●
人
権
作
品
展
示

　

期

間　
12
月
２
日（
金
）午
後
〜
９
日（
金
）午
前

　

場

所　
町
民
ホ
ー
ル（
役
場
１
階
）

●
町
人
権
問
題
講
演
会
・
人
権
学
習
発
表
会

　

日

時　
12
月
８
日（
木
）午
後
２
時
か
ら

　

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー（
役
場
４
階
）

　

人
権
学
習
発
表
会

　
　

▼
西
小
学
校
・
東
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

　

講
演
会

   

講

師　
腰
塚
勇
人
さ
ん

　

演

題　
「
命
の
授
業 

〜
今
の
幸
せ
に
気
づ
く
こ
と
か

　
　
　
　
　
　

ら
夢
は
ひ
ろ
が
る
〜 

」

　

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
６
５
年
神
奈
川
県

生
ま
れ
。
元
・
体
育
教
師
・

養
護
教
員
。
ス
キ
ー
で
の

大
事
故
を
き
っ
か
け
に
、

全
身
マ
ヒ
の
体
に
。
そ
の

後
、
懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ
に

よ
り
社
会
復
帰
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
、
事
故
を
き
っ
か
け

に
人
生
も
人
生
観
も
大
き
く
変
化
。
現
在
は「
命
の
授
業
」の

講
演
を
通
し
て
命
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
。

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

「
正
法
寺
川
を
考
え
る
会
」が

　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
学
習
会
を
開
催

　

10
月
10
日
体
育
の
日
に
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体｢

正
法
寺

川
を
考
え
る
会｣

の
会
員
21
人（
内
、
子
ど
も
会
員
８
人
・
事
務
局

２
人
）が
、
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
で
宝
く
じ
の
助
成

を
受
け
て
環
境
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公

園
は
、
兵
庫
県
豊
岡
市

祥
雲
寺
に
あ
り
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
保
護
繁
殖
、
野

生
復
帰
な
ど
を
手
が
け

る
と
と
も
に「
人
間
と

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
共
生
で

き
る
環
境
づ
く
り
」に

向
け
た
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
併
設
さ
れ
た

豊
岡
市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ

文
化
館
ユ
ー
ト
ピ
ア

は
、
野
鳥
や
自
然
環
境

と
人
間
の
共
生
に
ま
つ
わ
る
展
示
な
ど
を
行
い
、
こ
の
公
園
が
地

域
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
ま

す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ（
国
の
天
然
記
念
物
）は
、
ロ
シ
ア
で
生
ま
れ
中
国

で
越
冬
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
一
部
が
日
本
に
飛
来
し
た
よ
う
で

す
。
古
く
は
、
日
本
全
土
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
乱
獲
、
特
に

農
薬（
水
銀
類
）に
よ
る
餌（
ド
ジ
ョ
ウ
・
カ
エ
ル
な
ど
）の
汚
染
に

よ
り
激
減
し
、
現
在
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
付
近
に
し
か
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
の
活
動
は
正
法
寺
川
を
考
え
る
会
に
共

通
し
た
と
こ
ろ
や
目
指
す
と
こ
ろ
も
多
く
、
大
変
実
り
あ
る
環
境

学
習
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

「必ずチェック最低賃金！
使用者も、労働者も」

徳島県最低賃金
平成22年10月16日から

＊特定の産業には特定（産業別）最低賃金
　が定められています。
　    徳島労働局労働基準部賃金室（☎652・
　　　9165）または最寄りの労働基準監督署まで問

時間額 6
労

4
使

7
仲よく守ろう最賃

円
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DV（ドメスティックバイオレンス）は
　　　　　  　人権侵害であり犯罪です

●藍住町スローガン●

守れ人権 許すな差別

　DVとは、配偶者や恋人など、親密な関係のなかで起きる暴力を指します。DVは、決して特別なものではな
く、徳島県の実態調査では女性の約６人に１人が身体的暴力を受けています。「殴る・蹴る」など、身体的な暴
力以外にもさまざまな形の暴力があり、脅迫などの精神的暴力も、被害者を深く傷つけます。

【 さまざまな暴力の形態 】
○心理的暴力（大声で怒鳴りつける・無視する・おとしめるようなことを言う・「死んでやる」などと脅す）
○経済的暴力（仕事に行かせない・生活費を入れない・借金をさせる…など）
○社会的隔離・束縛（実家の親や友人とつき合わせない・郵便物、メールや携帯電話の履歴をチェックする・
　外出を妨害する…など）
○子どもをまき込んだ暴力（ 子どもの見ているところで暴力をふるう・「子どもを取り上げる」と脅す・子
　どもを危険な目にあわせる…など）

　2001年には、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（DV防止法）が制定施行され、制度
整備が進められてきました。この法では、配偶者からの暴力の被害者は、多くの場合女性であり、女性に対
して配偶者が暴力を加えることは、個人の尊厳を害し、男女平等の実現の妨げとなっていること、このよう
な状況を改善し、人権の擁護と男女平等の実現を図るためには、配偶者からの暴力を防止し、被害者を保護
するための取り組みが必要であることを示しています。
　DVについて認知が浸透する一方で、重大なDV事件が多発するようになり、性差別や暴力が許されてきた
これまでの社会から、お互いが対等なパートナーとなる新しい関係を作る方向に、社会全体が大きく舵を切
りました。
　たとえどんな理由があろうとも、暴力を受けていい人は１人もいません。DVは、相手を支配してコントロー
ルする人権侵害であり、犯罪です。
　あなた自身やあなたの身近な人が、もしDVの被害を受けているなら、警察・県こども女性相談センターな
ど、あなたをサポートする相談機関があります。
　また、鳴門市においては、平成22年４月に、鳴門市女性子ども支援センター「ぱぁとなー」を開設して相談
事業を行っており、藍住町の皆さんからの相談も受けていただいていました。今年４月からは「鳴門市・藍住
町パートーナーシップ支援協定」を結び、双方におけるＤＶ被害者の保護と相談支援業務を連携して、被害者
支援対策に取り組んでいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  町福祉課（☎637・3114）

思いやり　まず自分から　行動に　　　　　　　　　　　　６年　福山　暁士

あなたのやさしさで　みんなの心に花が咲く　　　　　　　６年　瀬尾　侑瞳

いじめ無し　自分が変われば　みんなも変わる　　　　　　６年　福良　里奈

差別の芽　見逃さないで　あなたの心で　　　　　　　　　６年　安井　里緒

あなたは軽い気持ちでも　相手はとても苦しいよ　　　　　６年　日下　優奈

藍住東小学校児童作品人権標語人権標語

【 徳島県内の相談機関 】
◆鳴門市女性子ども支援センター『ぱぁとなー』………………………（☎684・1413 平日 8:30〜17:00)
◆徳島県中央こども女性相談センター…………………………………（☎652・5503 毎日 9:00〜22:00)
　(女性の悩み110番)……………………………………………………（☎623・8110 毎日 9:00〜22:00)
◆県警総合相談センター…………………………………………………（☎653・9110 24時間対応)
◆徳島地方法務局女性の人権ホットライン……………………………（☎0570・070・810 平日 8:30〜17:15)
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富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園

場

所　
富
吉
字
地
神
48
番
地
４

募
集
区
画　
29
区
画

勝
瑞
馬
木
い
き
い
き
農
園

場

所　
勝
瑞
字
西
勝
地
１
８
０
番
１
ほ
か

募
集
区
画　
17
区
画

面

積

　

30
㎡
／
区
画

利
用
料

　

６
０
０
０
円
／
年
額

利
用
条
件　
町
民
の
方
で
、
農
園
の
管
理
等

が
十
分
に
で
き
農
地
を
所
有
し
て
お
ら

ず
、
町
税
等
の
滞
納
の
な
い
世
帯

利
用
期
間　
平
成
24
年
４
月
～
平
成
25
年
３

月
ま
で（
利
用
の
延
長
は
最
大
２
回
ま
で
）

申
込
方
法　

建
設
産
業
課
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
11
月
16
日（
水
）〜
25
日（
金
）

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

選
考
方
法　
申
込
者
が
募
集
区
画
数
を
超
え

　

る
場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

申
・
問  

建
設
産
業
課

   

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０ 

）

富
吉
ふ
れ
あ
い
農
園
・
勝
瑞
馬
木

い
き
い
き
農
園
の
利
用
者
を
募
集

“
の
び
の
び
伸
ば
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
！
”

日

時　
11
月
28
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場

所　
体
育
セ
ン
タ
ー

内

容　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
シ
ャ
ッ
フ

　
　
　
　
　

ル
ボ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

参
加
費　
無
料

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

主

催　
町
体
育
指
導
委
員
会

　
　
　
　
　

町
教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　

　

こ
こ
ろ
の
病
気
に
か
か
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
次
の
予
定
で
講
座
を
開
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
３
回
目
の
講
師
が
当
初
の
予
定
か
ら
変
わ

　

り
ま
し
た
。

第
２
回
目　

日

時　
11
月
30
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

講

演　
「『
元
気
が
出
な
い･･･

』は
、
気

　
　
　
　
　

持
ち
の
問
題
？
」

講

師　
今
井
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　

今
井
幸
三
院
長

第
３
回
目　

日

時　
12
月
15
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

講

演　
「
統
合
失
調
症
を
正
し
く
理
解

　
　
　
　
　

し
よ
う
！
」

講

師　
藍
里
病
院   

元
木
洋
介
副
院
長

場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費　
無
料

申
込
締
切　
第
２
回　

11
月
22
日（
火
）

　
　
　
　
　

第
３
回　

12
月
８
日（
木
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

　

　

メ
タ
ボ
を
予
防
し
、
健
康
を
保
て
る
よ
う

い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日

時　
11
月
21
日（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

内

容　
「
野
菜
の
パ
ワ
ー
に
つ
い
て
」　

講

師　
㈳
徳
島
県
栄
養
士
会　

管
理
栄
養
士

対
象
者　
町
内
在
住
者

申
込
期
限　
11
月
18
日（
金
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　

健
康
ミ
ニ
講
座
と
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理

を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
。

日

時　
11
月
24
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

場

所　
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

内

容　
健
康
ミ
ニ
講
座
・
糖
尿
病
予
防

　
　
　
　
　

の
た
め
の
調
理
実
習
と
試
食

講

師　
医
師
・
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き

　
　
　
　
　

タ
オ
ル

参
加
費　
５
０
０
円

申
込
期
限　
11
月
21
日（
月
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

募　
　
　

集

こ
こ
ろ
の
健
康

食
生
活
教
室

健
康
料
理
教
室
の
ご
案
内

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
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【
徳
命
地
区
】

日

時　
12
月
９
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
12
時
30
分

場

所　
徳
命
老
人
憩
の
家

内

容　
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

健
康
料
理
の
調
理
実
習

定

員　
20
人（
申
込
順
）

準
備
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

対
象
者　
徳
命
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

申
込
期
間　
11
月
17
日（
木
）〜
24
日（
木
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
） 

　

１
番
札
所
霊
山
寺
か
ら
７
番
札
所
十
楽
寺

ま
で
歩
き
ま
す
。

日

時　
11
月
27
日（
日
）午
前
７
時
出
発

　
　
　
　
　
（
午
後
５
時
ご
ろ
帰
町
）

集
合
場
所　
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
町
内
在
住
者
、
在
勤
者

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
２
０
０

　
　
　
　
　

０
円　

会
員
外
３
０
０
０
円

定

員　
25
人（
申
込
順
）

申
込
開
始　
11
月
17
日（
木
）か
ら

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
11
月
21
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
で

き
ま
せ
ん
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
） 

健
康
づ
く
り
講
習
会

高
齢
者
の
相
談
窓
口

●
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

●
高
齢
者
の
虐
待
、悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ
っ

た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

●
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

　

等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
６
３
７
・３
１
７
５
）

　

ほ
て
っ
た
頬
を
ひ
ん
や
り
と
し
た
風
が
冷

や
し
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ど
う
ぞ
。

日

時　
11
月
26
日（
土
）午
前
10
時
出
発

集
合
場
所　
大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　
５
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

　

集
合
時
間
の
30
分
前
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　

初
め
て
で
も
大
丈
夫
！
冬
休
み
の
思
い
出

を
作
ろ
う
♪

日

時　
12
月
27
日（
火
）午
前
７
時

　
　
　
　
　

プ
ー
ル
跡
駐
車
場
出
発

場

所　
井
川
ス
キ
ー
場
腕
山

対
象
者　
小
学
３
〜
６
年
生
の
町
内
在
住
者

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
４
５
０

　
　
　
　
　

０
円　

会
員
外
６
０
０
０
円

定

員　
20
人（
申
込
順
）

申
込
開
始　
11
月
17
日（
木
）か
ら

※
レ
ン
タ
ル
、
昼
食
代
は
別
途
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

大
麻
山
登
山
教
室

こ
ど
も
ス
キ
ー
教
室

　

家
庭
用
の
自
転
車
で
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

の
ん
び
り
い
き
ま
し
ょ
う
。

日

時　
11
月
23
日（
水
・
祝
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
出
発

集
合
場
所　
体
育
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

参
加
費　
無
料

定

員　
30
人（
申
込
順
）

申
込
開
始　
11
月
17
日（
木
）か
ら

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

　

秋
の
深
ま
り
を
感
じ
て
快
歩
。
約
７
km
。

日

時　
11
月
20
日（
日
）午
前
９
時
45
分

　
　
　
　
　

〜
午
後
１
時　

10
時
出
発

集
合
場
所　
緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

マ
マ
チ
ャ
リ
教
室

「
17
番
札
所 

井
戸
寺
を
目
指
す
」

藍
住
歩
こ
う
会

　
　

 「
藍
の
館
を
目
指
し
て
」

「
歩
い
て
巡
ろ
う
阿
波
四
国
八
十
八
カ
所
」

相　
　
　

談

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

　

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
こ
と
じ
」

（
☎
６
９
４
・
６
６
０
６
）

▼「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」（
☎
６
８
５
・
５
５
２
４
）

▼
保
健
セ
ン
タ
ー　
（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

●
精
神
障
害
者
家
族
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

▼
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所
」

（
☎
６
９
３
・
０
０
３
２
）
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日

時　
11
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場

所　
町
民
シ
ア
タ
ー〔
役
場
４
階
〕

演

題　
「
男
女
が
共
に
個
性
と
能
力
を

　

発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
」

講

師　
阿
部
頼
孝
さ
ん

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
講
座
の
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く

　
　
　
　
　

だ
さ
い
。

主

催　
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共

催　
町
・
町
教
育
委
員
会

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

お
は
な
し
会

　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会   

　

11
月
30
日（
水
）、
12
月
14
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

井
隈
読
書
会

   
   

第
１
木
曜
日

　

12
月
１
日　

午
前
10
時 

〜

〈
12
月
の
課
題
図
書
〉

　
「
本
所
し
ぐ
れ
町
物
語
」　　

藤
沢　

周
平

和
紙
ち
ぎ
り
絵
作
品
展

   

　

12
月
１
日（
木
）〜
12
月
16
日（
金
）

ミ
ニ
色
紙
体
験
教
室

   

〈
新
春
に
向
け
て
の
作
品
づ
く
り
〉

日

時　
12
月
３
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

場

所　
図
書
館
２
階

　
　
　
　
（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）小
会
議
室

講

師　
益
井　

昭
子
先
生

定

員　
30
人（
申
込
順
）

申

込　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

◎
休
館
日 

▼
毎
週
月
曜
日

▼
祝
日
…
11
月
23
日（
水
）

▼
図
書
整
理
日
・
・
・
11
月
17
日（
木
）

問 

図
書
館（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

図
書
館
の
行
事

今期最後のホームゲームを
　　　　　　みんなで応援に行こう！

●ホームゲームご案内
　11月27日（日）13：00〜 VS サガン鳥栖
●試合会場
　ポカリスエットスタジアム

催
し
・
そ
の
他

｢

フ
レ
ア
と
く
し
ま
１
０
０
講
座｣

出
前
講
座

第
４
回 
人
権
講
座

藍
住
南
小
学
校
作
品
展
示

　

学
年
ご
と
に
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
作
品
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

と

き　
11
月
３
日（
木
）〜
30
日（
水
）

と
こ
ろ　
藍
の
館
展
示
室

藍
の
灯
り
展

と

き　
11
月
16
日（
水
）〜
12
月
25
日（
日
）

と
こ
ろ　
藍
の
館　

西
寝
床

主

催　
舞
工
房（
☎
０
９
０
・
４
３
３
０

　

・
７
１
６
９　

担
当　

多
田
）

「
藍
と
舞
」コ
ラ
ボ
展 

藍
の
家
具 

開
催
中

　

徳
島
伝
統
産
業
で
あ
る
阿
波
藍
と
か
つ
て

の
日
本
三
大
産
地
で
あ
っ
た
徳
島
の
木
工
、

二
つ
の
異
業
種
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
生
ま
れ
た
新
感
覚
の
家
具
、
未
来
形
藍

の
家
具
展
示
販
売

と
こ
ろ　
藍
の
館　

西
寝
床

主

催　
舞
工
房（
☎
０
９
０
・
４
３
３
０

　

・
７
１
６
９
担
当　

多
田
）

第
１
日
曜
日　

琵
琶
演
奏
体
験

第
１
月
曜
日　

ぞ
め
き
演
奏

第
２
日
曜
日　

尺
八
演
奏

第
３
日
曜
日　

琴
演
奏
体
験
学
習

第
４
日
曜
日　

梅
若
流
民
謡
啄
穂
会

＊
各
演
奏
・
体
験
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
ぞ
め
き
演
奏
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

問 

藍
の
館（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

＊
藍
の
館
で
は
、
染
め
物
持
ち
込
み
に
よ
る

藍
染
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

思
い
入
れ
の
あ
る
古
く
な
っ
た
洋
服（
し
み

が
付
い
た
も
の
・
黄
ば
ん
だ
も
の
）な
ど
を
藍

染
め
で
よ
み
が
え
ら
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
然
素
材
の
木
綿
・
麻
・
シ
ル
ク
は
よ
く

染
ま
り
ま
す
。

　

持
ち
込
み
体
験
価
格
１
ｇ
15
円
・
シ
ル
ク

の
み
１
ｇ
30
円

藍住町青少年健全育成会議

藍住町民生委員児童委員協議会

藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会

板野西部青少年補導センター

子どもは、私たちの宝です
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

11月16日 水 午前９時30分〜11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

11月16日 水 午後１時30分〜３時 徳命老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

11月18日 金 午後１時30分〜３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

11月21日 月 午前９時30分〜11時 住吉老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

11月28日 月 午前９時30分〜11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

11月28日 月 午後１時30分〜３時 奥野老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

12月５日 月 午後１時30分〜３時 東部老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

12月６日 火 午後１時30分〜３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

12月７日 水 午後１時30分〜３時 富吉老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック（血圧測定・検尿）を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

遠
花
火
紫
煙
の
に
あ
う
老
紳
士　
　
　
　
　
　
　

平
野　

栄
子

人
い
き
れ
し
た
る
小
屋
に
は
出
羽
の
蚋　
　
　
　

中
村　

芳
翠

外
国
人
長
き
足
折
り
阿
波
踊　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
ミ
キ
エ

回
転
ド
ア
街
の
極
暑
を
裏
返
す　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

善
子

空
蝉
の
ま
だ
艶
や
か
に
幹
つ
か
み　
　
　
　
　
　

安
芸　

澄
衣

ま
ま
ご
と
の
一
人
二
役
糸
瓜
棚　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
た
つ
お

両
岸
に
蝉
の
鳴
声
川
下
り（
吉
野
川
）　　
　
　
　

生
越　
　

茜

八
月
や
折
目
ゆ
る
び
し
千
羽
鶴　
　
　
　
　
　
　

高
塚　

梨
花

桜
落
葉
掃
き
寄
す
庭
の
夕
あ
か
り　
　
　
　
　
　

山
田　

民
恵

加
章

あ
る
だ
け
の
包
丁
研
ぐ
や
今
朝
の
秋　
　
　
　
　

高
岡
ア
イ
子

高岡　アイ子　選

（氏 名） （年 齢） （住  所）

西　　　政次 67歳 勝瑞字幸島
中屋　　　操 97歳 勝瑞字東勝地
山室　まゆみ 39歳 奥野字矢上前
近藤　　浩之 51歳 徳命字小塚
渡邊　タツ子 79歳 住吉字江端
橋本　多美子 67歳 徳命字元村東
富永　　幸男 81歳 住吉字神蔵
別宮　トモヱ 89歳 矢上字春日

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

元木　　悠月（ゆ づ き） 女 哲 也 ・ 由美子 矢上字原
山田　愛莉奈（ま り な） 女 裕 美 ・ 麻 美 徳命字新居須
仲澤　　玲乃（れ　 の）女 和 也 ・ 真 緒 徳命字前須西
　山　　藍梨（あ い り） 女 太 一 ・ 加 菜 乙瀬字川口
近藤　　志保（し　 ほ）女 弘 典 ・ ゆり子 乙瀬字中田
天羽　　陸斗（り く と） 男 貴 宣 ・ 和 恵 矢上字北分
中嶋　　躍人（や く と） 男 裕次郎 ・ 良 美 勝瑞字幸島
漆原　　多来（た　 く）男 弘 ・ 幸 恵 徳命字名田
丸山　　桐矢（と う や） 男 晃 一 ・ 瑞 希 乙瀬字乾
森　　千大郎（せんたろう） 男 大 宣 ・ 千 絵 勝瑞字成長
濱井　　斗真（と う ま） 男 大 ・ 玲 子 住吉字若宮
岸　　　希咲（の ぞ み） 女 勇 人 ・ 祐 加 奥野字原
住ノ江　はな（は　 な）女 良 輔 ・ 夏 織 笠木字東野
村山　瑚乃葉（こ の は） 女 佳 之 ・ 美 香 住吉字神蔵
正木　　結心（ゆ　 な）女 勝 也 ・ 幹 子 徳命字前須東
前田　　篤人（あ つ と） 男 知 利 ・ あやな 富吉字地神
樫原　　琉斗（る い と） 男 英 一 ・ 美 樹 勝瑞字西地
矢野　　　祈（い の り） 女 正 英 ・ 望 美 矢上字江ノ口
越久　　幸斗（ゆ き と） 男 隼 人 ・ 優 子 矢上字安任
益田　姫良花（き よ か） 女 克 洋 ・ 暁 子 富吉字豊吉
多田　清之介（せいのすけ） 男 純 也 ・ 久 代 乙瀬字青木
米澤　　宗佑（そうすけ） 男 隆 弘 ・ 好 代 徳命字前須東

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

大野　　優子（ゆ う こ） 女 真 誠 ・ 恵 美 乙瀬字青木
辻　　龍之介（りゅうのすけ） 男 一 洋 ・ 祐 子 勝瑞字成長
松本　　奈々（な　 な）女 哲 弘 ・ 亜由美 勝瑞字新田
山花　　　歩（あ ゆ む） 男 淳 一 ・ 知 子 住吉字神蔵
前田　　和哉（か ず や） 男 和 輝 ・ 和 恵 住吉字若宮
三木　　夢月（み づ き） 女 尚 ・ 直 美 住吉字逆藤
神戸　　大亜（だ い あ） 男 浩 一 ・ 千亜希 奥野字山畑
森　　　慶太（け い た） 男 伸 二 ・ 真奈美 徳命字元村東
岡　　　佑透（ゆ う と） 男 雅 俊 ・ 久美子 矢上字原
小出　　実怜（み れ い） 女 達 也 ・ 温 子 矢上字春日

10月おくやみ申し上げます
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11月２日水曜日、
午前午後診察しております。

西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

とくしま
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ　  び いん こう か

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目 ： 耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

予約専用電話 088-683-3381

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

（ミミハイチバン）

８：45～12：00

14：30～18：30

医療法人
健 美 会

for safety and happiness

12 月 1日新築移転オープン

徳島市応神町東貞方北野 106-1

応神町産業団地
徳島運輸支局北側道路
東へ 450m

http://www.ask-hoken.com

四国三郎橋

応神町産業団地
●
陸運局

エネ
オス
GS

サティア●

とくしま
耳鼻咽喉科マルナカ

成長店●

応神町産業団地
●
陸運局

エネ
オス
GS

●

とくしまま
耳鼻咽喉科カ

●

ASK

この度㈱ ASK 徳島本社は応神町産業団地
へと移転させて頂くことになりましたので、
ご案内申し上げます。スタッフ一同これまで
以上にご満足頂けるサービスの提供に努めて
参る所存です。今後とも変わらぬご愛顧を賜
りますようお願い申し上げます。

ご来店のお客様に記念品贈呈

（088）

あなたの街の保険屋さん

678‒6502

●
●

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

予防接種・健診・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前 ９：00～12：30
午後 ２：30～６：30

後藤工業後藤工業後藤工業

℡088-693-4515

現場半自動溶接・耐震金物加工取付
鉄骨加工・鉄骨組立・溶接・小物加工

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

　

カ
ブ
は
、
世
界
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
お

り
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
代
表
的
な
根
菜
の
一

つ
で
す
。

　

近
年
、
国
内
の
生
産
量
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
町
で
も
年
々
生
産
量
が
減
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

栽
培
し
、
約
１
０
３
ト
ン
の
出
荷
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
露
地
物
は
、今
が
旬
で
、

純
白
で
き
め
細
か
な
肉
質
に
ほ
の
か
に
甘

味
を
感
じ
ら
れ
る
お
い
し
い
カ
ブ
が
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
カ
ブ
が
渡
来
し
た
の
は
奈
良
時

代
以
前
と
言
わ
れ
て
お
り
、「
日
本
書
紀
」

に
既
に
そ
の
記
述
が
あ
り
、
や
せ
地
で
も

育
つ
こ
と
か
ら
古
く
か
ら
重
要
な
農
産
物

で
し
た
。
長
い
栽
培
の
歴
史
の
中
で
多
く

の
改
良
品
種
が
作
ら
れ
全
国
各
地
に
約
80

品
種
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
で
生
産
さ
れ
て
い
る
小
カ

ブ
は
東
京
金
町
の
特
産
だ
っ
た「
金
町
子

カ
ブ
」を
改
良
し
た
も
の
で
、
流
通
の
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
赤
カ
ブ
や
聖
護

院
カ
ブ
に
代
表
さ
れ
る
お
お
き
な
カ
ブ
な

 

ど
地
域
独
特
の
在
来
品
種
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。

　

実（
根
）の
部
分
に
は
、
大
根
と
同
様
に

消
化
酵
素
の
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
、
胃
も
た
れ
や
胸
焼
け
の
解
消

な
ど
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
葉
は
、
カ
ロ

テ
ン
の
他
、
ビ
タ
ミ
ン
B
1
、B
2
、C
な

ど
を
豊
富
に
含
む
た
め
美
肌
効
果
も
あ

り
、
油
炒
め
な
ど
に
す
れ
ば
カ
ロ
テ
ン
を

効
果
的
に
摂
れ
ま
す
。
な
る
べ
く
葉
も
利          

用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ブ
は
葉
を
つ
け
た
ま
ま
保
存
し
て
お

く
と
水
分
が
ど
ん
ど
ん
蒸
発
し
て
い
く
の

で
、
購
入
し
た
ら
す
ぐ
に
根
と
葉
を
切
り

離
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
皮
の
内
側
に
硬
い
繊
維
が
と

お
っ
て
い
る
の
で
皮
は
厚
め
に
む
き
、
煮

る
と
き
は
、
煮
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
レ
シ
ピ
を
載
せ
て

い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

建
設
産
業
課（
☎
６
３
７
・３
１
２
０
）バラ園のバラ

の
町
住
藍

特
産
野
菜 

カ
　
ブ
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